
こうじ よう け

工場勘定の整理は，工場の製品計算を"!!h立した勘定として正

確に整理する必裂があるので， 旧会計制度の下においても ， 工

場簿記または製造簿記の方式を係り入れてきた。

(製造簿記)
み

匹盃Eー| 工峨の製品計算!--:->[!亙ヨ
(蛍業簿記)

大正 12 年の工場経理規程においては，最少限度の勘定口座を

設け， 正確性と確実性の要求を充たしていた。 tlH 表は当時の

L工場勘定収支表1 であって，表中工作自の 1昔プ'Jfì:方の差は，

IHl l妾 ~'iを各工ljrに予定計算によ っ て自己賦した場合の差を示すも

ので， 現在の勘定科目では L車両工場差傾振替1 に相当する。

勘定科目を設けただけでは数字が出てこなし 、から内部整理をす

る必要が起るのである。未成品~'i も同じく紡 1 表の生産品の他

方残では慢される。鋳物工事， 製材工事についても同様であっ

て ， 当時この商工事は予定11í {聞による計算をした峨合，年度末

において実政と一致させなければならなかったから， {日ブn.u:.

はとりもなおさず未成品質を示したものである。

第 1 表

{昔 目 }'t 方

修繕代価等収入を計上す (受払科目) 現金空宇支払籾計, J目・牒品使用
る 額経'I'lを上する

(仮替科目)

E民投械を計上する 工 {乍 'I'l 配当灯済官電官および工場外供
給電 力料を計上する

工事ljr政差突銅政官官およ び落成
エ 益を計上する 生産 品 工ljr段落成籾を計上する

災'I'l古Hを計上する 鋳物工事 仮谷制1を計上する

同 上 製材工事 問 上

備考 受払科 目 は 13 に分れているが省略した.

昭和 30 年度から施行された工場経理規程は，第 2 表のように

なっている。

W; 2 表

{首ブi 貸ブ3

(財政科目) C財政科目)

工場経位、、 〆工易収入

(応({i!lî経理!勘定科目) 〆J、...._ (/jiUílli殺l'Jl勘定科目)

�1'i m 勘定/〆 -->政H1勘定, ---う/

収入勘定、~ぐジ./ 1以入勘定

第 1 Fj( {，面 勘定 く;:_;>ぐトー~で〉第 l 原価勘定

管理部門別 勘定く\\云〉去三;;:，.;>管理部門 q!l勘定

第 2 原価勘定〈三三三><ご::-...__.::>第 2 原 {üli 勘定

配賦差告Jì 勘定f 二><三--.....自己賦差 古:n 勘 定

l京 1面 差 JI~ 勘 定-- ----1)五佃l 差 JI~ 勘定

これと第 l 表の旧方式とを比較して変更された点は，管理部

門技勘定の設定により配賦差綴が 2 様とな っ た点，際11主原 1白ilL'Ij

の採用により隊側差奥を予定しなければならなくなった点との

2 点である。このため工場ごとに原価終理勘定元械を備え， 原

{iUi盤l'Jl伝EZを作成して毎月 記帳整理をするのである(工場経理

規程第 6 章は原{illi ~監理日勘定科目 ， イ士訳例守一詳和lを規定している)。

この内部勘定整型と ， 実際lii(f町計 算との関連を示すと第 3 表の

ようになっている 。

一般には，この表の第 2 原{聞が工場原価または製造原価であ

り.第 3 原価が総販制，第 4ljj( f日 liがl販売l京師Ji となるが，工場に

おいては第 3 原!日!í， 第 4 原 {illiの計 Zìーは行われない。

第 3 表

(製造 Djl Iillil 

)第 l 原価

自~ 2 目(f而

m 3llj(f面

(総限価) 主主j 鈎4D~価
川 第 l 原仰l勘定の残高は， 間接E止を予定計算によ っ て各工

事に配賦した場合に生ずる間接抗の突際額と配賦額との差であ

る。

(2) 管理部門~!l勘定の残高は鈎 1 Jil( lmi勘定と同じ く ， 工場行

辺部門の間接E止を予定によって各工事に自己賦した場合の差紙で

ある。これは第 3 表に示すように，宍際限fi町計算 cm- 2 原価)の

併成上発生することとなり，第 1 表の場合では娠替科目工作資

だけに生ずる差制である。

(3) 第 2 n;t {íl li勘定の残高は傑準l京 {iUi と災際原fíl!íとの i皇制，す

なわちJjj( {illi差奥を示すものである。

(4) 酉日賦差制限ry~は鈎1Jj引田1 ， 行政!::lil l"l ï1'i勘定との l反引がjYJ

末に起り ， fl='j ブJは配賦不足を示し ， 1民 {iUí差異勘定は， tl121京{ílli

勘定との随時のlIii引で， f首方は突際際 {üli tJ;際準原価よりも大き

く ，銅失を結果したことを示すものである。

(5) 引用勘定は工場経政実際械のうち原{ílli外経ï1'iを除いた繍

を rt:記し ， 収入1J;I)~filjj(価外収入を除いた収入実際古買を陥記す

る口座であ っ て， tI¥; 2 表に示すように， いずれも内部整理のた

めに設けたものである。

以上を試算表にまとめれば第 4 3長のようになる。

工場経理によ っ て定例的に作成される統計報告類は 19 般の

多きを数え，木祉に拠出する回数は年 l 回 ， 2 回 3 回 4 図，

月報とそれぞれちが っているが，年 2 図がもっとも多く ，これ

らは鉄道統計年報に掲殺されている。このほか工場かぎりで管

l'Jl上必要な資料を"!!h自の見地から作っているものもある。線i事

原1而青1'J'):tJ;係り入れられた今後は ， 司I前計算に役立つ資料も必

要となってくる。工場経費についていえば，固定政変動~!lの計

算など一例である。

首~ 4 表 (数字は仮定のもの)

科 悶 {昔 方 貸 11 面白 考

工場経政 99,410 

日オ ﾐi( Iilli 外経質 500 

通常の経世 98,910 'l'(nJ勘定に J 'ti1è
政 工樹収入 101,150 

科 原 価 外 収 入 150 

通常の収入 101,000 収入勘定に借言E

目差 古賀 1,740 差益

バロh 青| 101 ,150 101 ,150 

'I'l HI 即J 定 98,910 
m~ 1 DjC 価勘定 111.470 111 ,470 )喜斌差慨m定版
L靖( 管理部1"1 'I'l勘定 9.020 9,020 
f阿 第 2 D:tIi而仰j 定 121,860 121,860 
聖主 落成工事政 121,160 121,160 
四! *成 .\7. lJ!~ 700 700 

胤1 収入似J 定 101,000 
定 間賦差傾向1)¥E 320 220 差III 100 

宇十 第 1 Dll 価勘定 320 

目 管辺部i“1強制'IÆ 220 

~~ (面差ifI<勘定 200 2,390 差益 2， 190

合 f十 343,870 343,870 

一一」工場原 li l li計算(図欽111同工場の)， (中自I~ j);jl 

一一- 492 一一一




